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New year greetings　2023

市長
佐藤 洋樹

本年が皆様にとりまして本年が皆様にとりまして
幸多き大いなる飛躍の年となりますように幸多き大いなる飛躍の年となりますように

年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ謹賀新年謹賀新年

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
取
り
巻

く
状
況
は
、
新
た
な
行
動
制
限
を
行
わ
ず
重
症
化
リ

ス
ク
の
あ
る
高
齢
者
等
を
守
る
こ
と
に
重
点
を
置
い

て
、
感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
を
図

る
動
き
が
加
速
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
昨
年
は
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の

13
人
」
に
寒
河
江
市
ゆ
か
り
の
大
江
広
元
公
が
登
場

し
た
こ
と
で
、
本
市
に
お
い
て
郷
土
愛
の
醸
成
と
交

流
人
口
増
加
も
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
市
民
の
祭
り

で
あ
る
「
第
40
回
神
輿
の
祭
典
」
が
規
模
は
縮
小
さ

れ
た
も
の
の
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
大
き
な
感
動
と

賑
わ
い
が
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
安
全
・
安

心
な
生
活
を
優
先
さ
せ
な
が
ら
よ
り
身
近
な
議
会
、

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
全
力
で
そ
の
責
任
を
果
た
し
て
ま

い
る
所
存
で
す
。

　
結
び
に
新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て

幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
あ
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の

皆
様
に
は
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
第
６
次
寒
河
江
市
振
興
計
画
の
２
年

目
に
あ
た
り
、
将
来
都
市
像
で
あ
る
「
さ
く
ら
ん
ぼ

と
笑
顔
か
が
や
く　
安
全
・
安
心
な
ま
ち　
寒
河
江
」

の
実
現
の
た
め
、
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
子
育
て
面
で
は
、
３
～
５
歳
児
の
副
食
費
無
料
化
、

小
中
学
校
の
給
食
完
全
無
料
化
、
高
校
３
年
生
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
、
そ
し
て
子
育
て
世
代
の
交
流
の

場
と
し
て
、
令
和
６
年
完
成
予
定
の
屋
内
型
児
童
遊

戯
施
設
の
建
設
整
備
な
ど
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
物
価
高

騰
の
影
響
に
対
す
る
支
援
策
と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
発
行
や
水
道
基
本
料
金
の
半
年
間
無
料
、

燃
料
や
農
業
資
材
の
購
入
支
援
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
春
に
は
、
新
市
民
浴
場
の
完
成
・
運
用
開
始

が
予
定
さ
れ
、
今
後
も
皆
様
が
笑
顔
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
新
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
あ
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議長
伊藤 正彦
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SAGAE COLUMN
さがえコラム

新
年
の
ご
あ
い
さ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つつ

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
寒
河
江
市
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
希

望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
続
く
中
、
暮

ら
し
や
社
会
経
済
活
動
は
少
し
ず

つ
も
と
の
姿
を
取
り
戻
し
、
イ
ベ

ン
ト
や
旅
行
を
楽
し
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
感
染
の
波
へ
の
懸

念
は
拭
え
な
い
も
の
の
、
本
町
で

は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
そ
し
て
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、｢

つ
な
が

る
力
で
新
化
す
る
ま
ち
」
と
い
う

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
を
実
現
す
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的

に
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
少
等
に
対
応
す
る
た
め
小
・

中
学
校
を
再
編
し
た
り
、
時
代
に

合
わ
せ
て
教
育
環
境
を
整
備
す
る

必
要
が
あ
り
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
貴
市
と
の

友
好
親
善
に
つ
き
ま
し
て
は
、
よ

り
絆
を
強
く
し
、
と
も
に
発
展
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
貴
市
市
民
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
機
会
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
本
町
を
訪
れ
て

い
た
だ
き
た
く
、
心
よ
り
お
待
ち

申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
両

市
町
の
繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

寒川町長
木村 俊雄

姉妹都市
神奈川県寒川町
｢高座」のこころ。
高座郡さむかわ

さがえニュース

　市民の健康増進と癒し・集いの
場として、長らく愛されてきた市
民浴場は、本年４月のリニューア
ルオープンに向け、移転工事が進
められています。
　新しい市民浴場が多くの方に親
しみを持って利用してもらえるよ
うに、愛称の募集を行い、応募総
数166点の中から慎重な選定の結果、
市民の皆さんがゆるりとお湯につ
かって、心と体を健康にしてほし
いとの願いから、愛称は「湯るり
さがえ」に決定しました。
　新市民浴場は、これまでの場所
から南東側の最上川沿いに移転し、
男女それぞれの浴室に、３タイプ
の浴槽（高温浴槽、中温浴槽、水
風呂）やサウナ室を設置。その他、
家族風呂２カ所などを設けます。
●�問合せ／市財政課施設マネジメ
ント推進室☎85-1981へ。

新市民浴場の愛称が「湯るり　さがえ」に決定しました

　小腹が空いたときなどに楽しむおやつ。ついつい
手が伸びて、太ってしまうかもと気になる方もいら
っしゃるかもしれません。太りにくくするための３
つのポイントに気を付け、おやつを楽しみましょう。
　１つ目は時間帯。昼は脂肪が活動のエネルギー源
として使われます。身体活動の少ない夜におやつを
食べると、体が脂肪を溜め込みやすくなりますので
注意しましょう。
　２つ目は量。１日のおやつは200キロカロリーを目
安にしましょう。ケーキや板チョコだと半分、クッ
キーだと４枚程度です。足りないと感じる場合はお
やつではなく、食事を充実させましょう。
　３つ目は内容。同じカロリーのおやつでも、含ま
れている栄養素で太りやすさは違います。甘い飲料
などは吸収の速い糖が含まれていますので、脂肪に
なりやすいといえます。
　賢いおやつの選び方は、食物繊維やたんぱく質の
多いものを選ぶことです。焼き芋や素焼きのナッツ、
牛乳寒天、わらび餅、ヨーグルト、豆乳、大豆バー、
カステラなどがオススメです。
●問合せ／市健康福祉課市民健康係☎85-0973へ。

太りにくい
おやつの楽しみ方

食から始める健康レシピ㉔

　印鑑登録とは、その印鑑が本人のものであること
を公証する制度です。登録された印鑑を「実印」と
いい、不動産など重要な財産に関する登記や登録、
各種契約、公正証書の作成などに使用する大変重要
なものです。印鑑登録の手続きは市市民生活課で行
えます。厳格な本人確認の上で印鑑登録を行います
ので、その日に登録が完了しない場合があります。
　本人が来庁し、運転免許証やマイナンバーカード
など、顔写真入りの公的な本人確認書類をお持ちの
場合は即日登録できます。既に本市で印鑑登録して
いる方が保証人となる場合は、保険証や年金証書な
ど、顔写真がない公的な本人確認書類が２点あれば、
即日登録できます。
　顔写真入りの公的な本人確認書類をお持ちでない
場合には、一度、仮登録となります。照会書兼回答
書を郵送しますので、署名押印の上、改めて窓口に
持参いただいた後で本登録となります。
　本人でなく代理人でも手続きできますが、委任状
や代理人の本人確認書類が必要になること、まずは
仮登録となることにご留意ください。
●問合せ／市市民生活課市民係☎85-1854へ。

くらしの中のチョットした話くらしの中のチョットした話
契約等に使う実印設定
印鑑登録

縁縁
エ ン ジ ョ イエ ン ジ ョ イ

JOYJOY通信通信

清政 朱音（大阪府出身・28歳）
一級建築士。古い建物をよみがえらせることや、自然と調和した暮らしの構
築に関心があります。趣味はダンスや音楽、旅、ものづくりなど。

　昨年10月１日に、地域おこし協力隊として市企画創成課に着任した清政朱音
（きよまさあかね）です！ 生まれも育ちも大阪ですが、地方移住に興味があり、
思い切って寒河江へ移住してきました。冬になるにつれてかなり寒くなってき
ましたが、温かい麺類と温泉で心も体もポカポカに満たしながら過ごしています。

　私の主な任務はまちなかの賑わいづくり、地域資源を生かし
たまちづくり、ＮＰＯ法人グラウンドワーク寒河江での活動の
３つです。寒河江には魅力的な資源がたくさんあるので、今後
は市内外の方々が改めて寒河江の魅力を認識できるような仕掛
けづくりをしていきたいと考えています。まずは、この冬を乗
り切れるように頑張ります！

地域おこし
協力隊が

さがえの魅力
を再発見
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昭
和
45
（
１
９
７
０
）
年
に
市
の
誘

致
企
業
と
し
て
、
主
に
男
性
就
業
が
見

込
ま
れ
た
テ
ー
ピ
工
業
株
式
会
社
（
現

Ｔ
Ｐ
Ｒ
工
業
株
式
会
社
）
と
主
に
女
性

就
業
が
見
込
ま
れ
た
東
北
グ
ン
ゼ
株
式

会
社
が
、
現
在
の
寒
河
江
中
央
工
業
団

地
と
な
る
場
所
に
立
地
し
ま
し
た
。

　
昭
和
47
（
１
９
７
２
）
年
に
工
場
立

地
法
の
指
定
を
受
け
る
と
、
寒
河
江
中

央
工
業
団
地
と
し
て
第
１
次
と
な
る
41
・

２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
造
成
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
一
面
の
田
ん
ぼ
で
あ
っ
た
土
地
が

徐
々
に
工
業
団
地
と
し
て
の
姿
に
変
貌

を
遂
げ
、
企
業
立
地
が
進
み
ま
し
た
。

　
年
号
が
平
成
に
な
る
と
、
山
形
自
動

車
道
が
本
市
ま
で
延
伸
し
、
仙
台
圏
や

首
都
圏
と
直
結
す
る
こ
と
で
高
速
交
通

網
に
お
け
る
本
市
の
利
便
性
が
飛
躍
的

に
向
上
。
寒
河
江
中
央
工
業
団
地
で
は
、

県
内
外
か
ら
の
生
産
拠
点
の
新
設
や
事

業
拠
点
の
集
約
等
、
高
度
な
技
術
を
有

地
域
の
発
展
を
支
え
る

　

寒
河
江
中
央
工
業
団
地

　
寒
河
江
中
央
工
業
団
地
は
、
農
村
地
域
工
業
等
導
入
促
進
法
に
基
づ

き
、
若
者
層
や
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
、
そ
し
て
農
業
従
事
者
等
に
と
っ
て
、

魅
力
あ
る
就
業
機
会
を
創
出
す
る
と
と
も
に
農
業
と
工
業
等
の
均
衡
あ

る
発
展
を
図
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
、
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

す
る
多
様
な
分
野
の
製
造
業
等
の
企
業

立
地
が
一
気
に
進
み
ま
し
た
。

　
本
市
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
や
経

済
情
勢
に
合
わ
せ
、
用
地
拡
張
も
順
次

進
め
ら
れ
、
平
成
元
年
に
第
２
次
拡
張

53
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
平
成
８
年
に
第

３
次
拡
張
57
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
平
成

21
年
に
第
４
次
拡
張
22
・
４
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
順
調
に
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
現

在
、
道
路
や
公
園
等
を
含
め
た
開
発
総

面
積
は
１
７
４
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
工

業
用
地
面
積
は
１
５
１
・
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
拡
張
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
に
お

い
て
は
、
酒
田
臨
海
工
業
団
地
、
米
沢

八
幡
原
工
業
団
地
、
新
庄
中
核
工
業
団

地
に
次
ぐ
規
模
と
な
る
、
有
数
の
工
業

団
地
と
な
り
ま
し
た
。

　
寒
河
江
中
央
工
業
団
地
付
近
の
地
層

は
岩
盤
で
、
全
体
的
に
強
固
な
地
盤
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
産
工

程
で
発
生
す
る
振
動
へ
の
影
響
や
地
震

寒
河
江
中
央
工
業
団
地
の

こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み

に
も
比
較
的
強
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
昨
今
問
題
と
な
っ
て
い
る
異

常
気
象
の
影
響
に
よ
る
水
害
な
ど
が
起

こ
り
に
く
く
、
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業

継
続
計
画
）
の
観
点
か
ら
も
安
全
性
の

高
い
立
地
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　
寒
河
江
中
央
工
業
団
地
の
ほ
と
ん
ど

の
土
地
は
、
工
業
専
用
地
域
と
し
て
用

途
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

生
産
活
動
を
行
う
工
場
等
の
施
設
を
整

備
す
る
場
合
の
制
限
が
少
な
く
、
製
造

業
等
に
適
し
た
自
由
度
が
高
い
エ
リ
ア

と
な
っ
て
お
り
、
安
心
し
て
操
業
で
き

る
立
地
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
県
の
地
理
的
な
中
心
部
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
庄
内
方
面
へ
の
国
道

１
１
２
号
や
置
賜
方
面
へ
の
国
道
２
８

７
号
な
ど
が
寒
河
江
中
央
工
業
団
地
に

隣
接
し
て
お
り
、
県
を
東
西
に
走
り
抜

け
る
山
形
自
動
車
道
は
、
寒
河
江
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
寒
河
江
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
に
あ
る
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
２
カ
所
が
利
用
可
能
で
す
。
現

在
整
備
が
進
ん
で
い
る
東
北
中
央
自
動

車
道
へ
の
接
続
も
良
好
で
あ
り
、
県
内

の
み
な
ら
ず
、
仙
台
圏
や
首
都
圏
へ
の

ア
ク
セ
ス
の
優
位
性
が
、
寒
河
江
中
央

工
業
団
地
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

操
業
に
適
し
た
安
全
性
と

自
由
度
の
高
い
環
境

寒
河
江
中
央
工
業
団
地
か
ら

全
国
へ
つ
な
が
る
交
通
網

　寒河江中央工業団地には、自動車関連や電子部品、金属製品、各種機械器具、食品
等、多岐にわたるものづくり企業が立地しています。
　生産されている製品は、私たちが日常生活の中で見かける身近なものもたくさんあ
りますが、あまり目にすることのない医療機器や航空機部品等、最先端技術に係る製
品も生産されています。
　市では、寒河江中央工業団地の企業をはじめとした市内のものづくり企業を紹介す
る「寒河江市ものづくり企業ガイドブック」を作成しました。市ホームページに掲載
していますので、ぜひご覧ください。
●問合せ／市商工推進課企業誘致推進室☎85-1489へ。

多種多様な、寒河江市のものづくり企業

　寒河江中央工業団地は、本市の製造
品出荷額約1400億円の過半を生産する
県内でも有数の工業団地です。
　私たち寒河江中央工業団地振興協会
は、この団地内の企業64社を会員とし
て、異業種交流や工業団地内で働く従
業員の福祉と資質の向上などを目的に、
さまざまな活動を行っております。
　工業団地で働く人たちと市民の交流
を図る恒例のサマーフェスティバル、
企業経営に資するための経営者同士の
情報交換会、地域内の産業活性化に向

けた寒河江・西村山産業振興シンポジウムの開催など、時代の流れに即
応した事業を展開しております。
　また、県立寒河江工業高等学校が、工業団地に隣接している恵まれた
環境であることから、生徒を対象としたインターンシップの受け入れな
ど、積極的に交流を行っております。さらには、当協会と市技術振興協
会が連携して山形大学工学部との産学官連携交流事業を実施し、新しい
発想を柔軟に取り入れて「ものづくり」の強化を図っております。
　今後とも、当協会の会員一同が力を合わせて、企業の持続的な成長を
図り、雇用の拡大など寒河江中央工業団地と地域の活性化に取り組んで
まいります。

企業が連携し、寒河江中央工業団地の成長を図る

寒河江中央工業団地振興協会
会長　真木　幸一　氏
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現
在
の
寒
河
江
中
央
工
業
団
地
の
立

地
企
業
数
は
93
社
を
数
え
ま
す
。
業
種

は
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
優
位
性
等
か
ら

道
路
貨
物
運
送
業
が
13
社
と
多
く
、
製

造
業
で
は
金
属
製
品
が
８
社
、
食
品
が

７
社
、
生
産
用
機
械
器
具
４
社
、
プ
ラ

ス
テ
ィ
ッ
ク
製
品
、
電
気
機
械
器
具
、

輸
送
用
機
械
器
具
が
そ
れ
ぞ
れ
３
社
等

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
団
地
内
の
就
業
者
数
は
、
約
４
千
人

に
上
り
ま
す
。
就
業
者
の
居
住
地
の
割

合
は
、
市
民
が
４
割
を
占
め
、
本
市
以

外
の
西
村
山
各
町
か
ら
２
割
、
そ
の
他

周
辺
市
町
か
ら
が
４
割
と
い
う
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
の
み
な
ら
ず
西

村
山
地
域
に
お
い
て
、
魅
力
あ
る
就
業

の
場
を
安
定
的
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
寒
河
江
中
央
工
業
団
地
の
空

き
区
画
は
、
約
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。
本
市
の
持
続
的
な
商
工
業

発
展
の
た
め
、
新
第
６
次
市
振
興
計
画

や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
時
代
の
変
化
や
企
業
の
投
資
動
向
、

近
隣
の
工
業
団
地
の
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
、
工
業
団
地
の
西
側
を
予
定
地
と
し

て
拡
張
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

魅
力
あ
る

就
業
の
場
を
提
供

未
来
を
見
据
え
た

新
た
な
拡
張

＝寒河江中央工業団地で活躍する寒河江工業高等学校の先輩たち＝

　私が伊藤電子工業株式会社に
就職した理由は、ものづくりが
好きだからです。幼い頃から物
を作ることに興味があり、いろ
いろな物を作ってみたいと思っ
ていました。また、いろいろな
物を作ることで多くの分野で人
の役に立ちたいと思っていました。
　この職業に就いて良かったこ
とは、仕事の中でたくさんの体
験ができることです。さまざま
な物を作ることにやりがいを感
じています。私の会社には、多
くの分野の仕事があり、たくさ
んの技術を習得することができ
ます。初めて見る機械ばかりで
したが、今では慣れて、効率よ
く作業できるようになりました。
　寒河江工業高校で学んだこと
が、今の仕事にとても役に立っ
ていると感じています。将来も
のづくりの仕事に就きたいと思
っている人は、未来に向けて寒
河江工業高校で学んでみてはど
うでしょうか。

伊藤電子工業株式会社 
花山　舜 さん

（入社２年目）
　高校でのインターンシップが
きっかけで、令和２年４月から
ＴＰＲ工業株式会社に勤務し、
現在は生産技術部で工程改善業
務を行っています。工作機のプ
ログラム作成や工程設計業務を
行っています。日々新しいこと
にチャレンジしたり、知識を深
めたりできるため、自身を成長
させる機会が多く、楽しく仕事
をしています。主に自動車の重
要部品シリンダライナを製造し
ており、自分が作った製品が身
の回りで使用され、人の役に立
っていると実感できることが一
番の魅力です。また、社員同士
の交流も盛んで居心地の良い会
社だと感じています。
　寒河江工業高校は、専門科目
の授業が多く、工作機械操作の
知識や技能を身に付けることが
でき、資格取得にも熱心で就職
に有利です。寒河江工業高校で、
将来の夢に向け積極的にチャレ
ンジしてみてください。

ＴＰＲ工業株式会社 
渡邊　颯太朗 さん

（入社３年目）
　私は、高校卒業後には地元で
働きたいと考えていました。株
式会社マイスターは、先輩や先
生から話を聞いており、実際に
会社見学に行くと社員同士の仲
がとても良く、作業内容が面白
いと感じ就職を決めました。
　私は複雑な加工ができるマシ
ニングセンタという機械を扱っ
ています。初めはただの金属ブ
ロックが、自分の手でさまざま
な形に加工され、世の中で使用
されていると思うと、とてもや
りがいを感じます。マイスター
は多品種少量生産で、日々さま
ざまな加工ができるので毎日楽
しく仕事をしています。若い社
員も多く、年の近い先輩から分
かり易く丁寧に指導してもらえ、
働きやすい環境です。
　寒河江工業高校で学んだ知識
や技術は入社後にとても役立っ
ています。寒河江工業高校を目
指す皆さんにも多くを学び、体
験し、楽しんでもらいたいです。

株式会社マイスター 
藤田　健太 さん
（入社３年目）

創立60周年
寒河江工業高等学校がリニューアル
　寒河江中央工業団地をはじめとする西村山地
域の工業を支え、郷土を創る人材を育成する寒
河江工業高等学校が、本年４月に創立60周年を
迎えるに当たり、教育内容を端的に示す学科名
への変更や新校舎の建設など、教育環境の充実
に取り組んでいます。
◆令和５年度、学科名を変更
　社会情勢の変化に対応したカリキュラムを示
す学科名に変更されます。
◆令和６年度、新校舎での活動開始
　令和６年４月から、新校舎での活動が開始さ
れます。
●問合せ／寒河江工業高等学校☎86-4278へ。

郷土を創る人材を輩出し60年、寒河江工業高等学校

メカニカルエンジニア科（現機械科）
　山形の基幹産業となっているものづくり産業を支える機械技術者である
メカニカルエンジニアを育成します。
　工業のベースとなる知識を体系的・系統的に理解させるとともに関連す
る技術・技能の習得を図り、正しい職業観と生涯学習への意欲を身に付け
た、感性豊かで創造力に富み健康で実践力のある社会を生きぬく力を持つ
メカニカルエンジニアを育成します。

ロボットエンジニア科（現電子機械科）
　電気電子・機械・制御の分野を幅広く学習することで、ロボットエン
ジニアを育成します。
　現代産業になくてはならないロボットについての知識と技術を身に付
けるとともに、生産技術やものづくりに関する幅広い分野の学習を通し
て、新たな時代のものづくり産業を支えるロボットエンジニアを育成し
ます。

ⅠＴエンジニア科（現情報技術科）
　情報処理・電気回路・通信技術・画像処理の分野を幅広く学習すること
で、ⅠＴエンジニアを育成します。
　最新の実習設備・環境の中で、ⅠＣＴ技術を活用し、ビッグデータやⅠ
oＴ、ＡⅠ技術などの最先端技術を学びます。また、ⅠＴに関する基礎知
識と技術を習得し、時代の進展に主体的に対応できる能力を養い、高い倫
理観・職業観を身に付け、人間性豊かで創造性に富むⅠＴエンジニアを育
成します。

産業を支えるエンジニアを育成する各学科
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いいえ

はいいいえ

申告相談
（※）

申告不要

いいえ はい

はいいいえ

　
私
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く

上
で
教
育
、
医
療
、
福
祉
、
警
察
、
消

防
等
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
や
道
路
、
公
園

等
の
公
共
施
設
の
整
備
は
欠
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
は
、

税
金
を
主
な
財
源
と
し
て
維
持
さ
れ
て

い
ま
す
。
２
月
１
日
㈬
か
ら
市
民
税
・

県
民
税
の
申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す
の

で
、
期
間
内
に
、
正
し
く
、
速
や
か
に

申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
５
年
１
月
１
日
現
在
、
本
市
に

お
住
ま
い
で
「
市
民
税
・
県
民
税
の
申

告
が
必
要
な
い
方
」
に
当
て
は
ま
ら
な

い
場
合
は
、
令
和
４
年
中
の
収
入
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
市
民
税
・
県
民
税
の

申
告
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
所
得
税

の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
場
合
は
、
市
民

税
・
県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
必
要
な
申
告
が
確
定
申
告
か
市
民
税
・

県
民
税
の
申
告
か
は
、
左
ペ
ー
ジ
の
図

を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
図
は
基
本

的
な
考
え
方
を
示
し
て
お
り
、
控
除
等

の
状
況
に
よ
り
、
結
果
が
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
判
断
に
困
っ
た
場

合
は
市
税
務
課
市
民
諸
税
係
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
は
、
税
務
署
ま
た
は
、
税

理
士
会
主
催
の
確
定
申
告
相
談
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　
未
申
告
の
ま
ま
で
す
と
、
国
民
健
康

保
険
税
等
の
軽
減
措
置
や
福
祉
・
教
育

制
度
等
の
優
遇
措
置
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

①�

営
業
、
農
業
、
不
動
産
、
配
当
、
雑
、

一
時
、
譲
渡
等
の
収
入
が
あ
っ
た
方

②�

給
与
収
入
が
あ
っ
た
方
で
次
の
い
ず

れ
か
に
当
て
は
ま
る
方

▽
勤
務
先
で
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い

▽
年
の
途
中
で
退
職
し
た

▽
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
収
入
が
あ
っ
た

▽
給
与
収
入
の
他
に
収
入
が
あ
っ
た

▽�

源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
た
控
除
の

他
に
、
医
療
費
、
社
会
保
険
料
、
生

命
保
険
料
、
扶
養
等
の
控
除
を
受
け
る

③�
公
的
年
金
等
の
収
入
が
あ
っ
た
方
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▽
公
的
年
金
等
の
他
に
収
入
が
あ
っ
た

▽�

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載

さ
れ
た
控
除
の
他
に
、
医
療
費
、
社

会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
扶
養
等

の
控
除
を
受
け
る

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
い
方

①�

給
与
収
入
が
１
カ
所
か
ら
の
み
で
、

年
末
調
整
を
行
っ
た
方

②�

令
和
４
年
中
に
収
入
が
な
く
、
同
一

世
帯
内
で
税
制
上
の
扶
養
親
族
に
な

っ
て
い
る
方

③�

公
的
年
金
等
の
収
入
の
み
の
方
で
、

源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
控

除
以
外
に
追
加
す
る
控
除
が
な
い
方

　所得税は国に、市民税・県民税は市と県に、
それぞれ納める税金です。所得税はその年の所
得に対して、市民税・県民税は前年の所得に対
して課税されます。いずれも扶養控除や生命保
険料控除等の控除がありますが、それぞれ控除
額は異なります。
　市民税・県民税を合わせて、住民税ともいい
ます。

所得税と市民税・県民税の違い

　市民税・県民税は、１月１日時点に居住して
いる市と県に納める税金です。年の途中で転入
や転出をした場合でも、１月１日時点で居住し
ている自治体に納税することになります。
　納税先の自治体に応じ、市民税は区市町村民
税のいずれかに、県民税は都道府県民税のいず
れかに名称が変更になります。

転入や転出をした場合の
市民税・県民税の納税先

２
月
１
日
㈬
か
ら

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
相
談

　
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
財
源

　
申
告
が
必
要
か

　
確
認
し
ま
し
ょ
う

　この図は一般的な例です。全ての場合に当てはまるわけではありませんので、ご不明な点はお問い合わせください。
●問合せ／市税務課市民諸税係☎85-1696へ。

※�収入なしの場合は、郵
送で手続きできる簡易
申告書でも申告できます。

申告が必要か、確認してみましょう！

主に給与収入

令和４年中にどのような収入がありましたか？

主に公的年金収入事業収入収入なし

収入から経費を差し
引いた所得の合計金
額が、所得税の所得
控除額より多い

税法上の扶養親族に
なっている

あなたを扶養してい
る人が市内にいる

いいえいいえ はいはい

給与収入が2000万円
を超える

確定申告確定申告

いいえ はい

年末調整を受けてい
ない住宅借入金等控
除、医療費控除等が
ある

確定申告

はいいいえ

給与以外に所得がある

はいいいえ

給与以外の所得が20
万円を超える

確定申告

確定申告

申告相談

申告相談

申告相談
（※）

はいいいえ

確定申告申告相談

申告不要

公的年金収入が400万
円を超える

はい

公的年金収入以外の
所得がある

はいいいえ

申告相談申告不要

年金源泉徴収票に記
載された控除の他、
医療費、社会保険料、
生命保険料、扶養等
の控除がある

確定申告 申告相談

所得税の確定申告が必要です
　税務署または、税理士会主催の確定
申告相談で申告してください。

市民税・県民税の申告が必要です
　13ページに掲載の町会等の指定日時
に、会場で申告相談をしてください。

公的年金以外の所得
が20万円を超える

はい いいえ に沿って進んでください。

102023.1.5・20　市報さがえ2023.1.5・20　市報さがえ11 2023.1.5・20　市報さがえ2023.1.5・20　市報さがえ

市民税・県民税の申告相談



①�
収
入
金
額
、
必
要
経
費
を
明
確
に
で

き
る
次
の
書
類

▽�

給
与
収
入
が
あ
っ
た
方
は
、
源
泉
徴

収
票
、
支
払
証
明
書

▽�

公
的
年
金
収
入
が
あ
っ
た
方
は
、
年

金
の
源
泉
徴
収
票

▽�

農
業
収
入
が
あ
っ
た
方
は
、
農
業
収

支
内
訳
書
、
帳
簿
、
金
額
が
分
か
る

預
貯
金
通
帳
、
領
収
書
等

▽�

営
業
・
不
動
産
収
入
が
あ
っ
た
方
は
、

収
支
内
訳
書
、
帳
簿
、
伝
票
、
領
収

書
等

②
所
得
控
除
に
必
要
な
書
類

▽�

健
康
保
険
、
生
命
保
険
、
国
民
年
金
、

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
の
掛
金
証

明
書
や
領
収
書
、
障
害
者
手
帳
等

▽�

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
医

療
費
控
除
の
明
細
書
お
よ
び
医
療
費

の
領
収
書
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
負
担
金
で
行
う
場
合
は
、
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
の
発
行
す
る
、
対
象
費
用

明
細
の
あ
る
領
収
書
）

③�

所
得
税
を
口
座
振
替
で
納
税
す
る
場

合
、
ま
た
は
所
得
税
が
還
付
に
な
る

場
合
は
、
申
告
者
の
預
貯
金
通
帳
と

銀
行
印

④�

申
告
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
本
人
確

認
が
で
き
る
次
の
い
ず
れ
か
の
書
類

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

▽�
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
と
運
転

免
許
証
や
公
的
医
療
保
険
被
保
険
者

証
等
の
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

⑤�

国
税
電
子
申
請
・
納
税
シ
ス
テ
ム
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
者
識
別
番
号
を
お
持

ち
の
方
は
、
番
号
が
分
か
る
書
類

　
申
告
相
談
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
左
ペ
ー
ジ
の
日
程
表
で
、
町
会

等
ご
と
に
指
定
さ
れ
て
い
る
会
場
・
日

時
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
会

場
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
の
上
お
越
し
く

だ
さ
い
。
検
温
の
ご
協
力
も
お
願
い
し

ま
す
。
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
相
談

期
間
中
は
、
市
役
所
で
の
申
告
相
談
は

行
い
ま
せ
ん
。

寒
河
江
地
区
の
相
談
会
場

　
寒
河
江
地
区
の
市
民
税
・
県
民
税
の

申
告
相
談
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
市

技
術
交
流
プ
ラ
ザ
で
行
い
ま
す
。

　
農
業
所
得
を
含
む
事
業
所
得
、
不
動

産
所
得
、
山
林
所
得
等
が
あ
る
方
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
記
帳
と
帳
簿
書
類

の
保
存
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
帳
簿
に
基
づ
い
て
収
支
内

訳
書
を
作
成
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
市
税
務
課
市
民
諸
税
係

　
☎（

８
５)

１
６
９
６
へ
。

　医療費控除を受ける場合は「医療費
控除の明細書」が必要です。明細書が
ないと医療費控除の受け付けができま
せんのでご注意ください。
　市民税・県民税の申告相談会場へは、
内容を確認するため医療費の領収書も
お持ちください。領収書は、ご自身で
５年間保存する必要があります。

医療費控除の明細書

確定申告書のオンライン作成・提出
　スマートフォンやパソコン等により、国税庁ホームページ
の「確定申告書等作成コーナー」で確定申告書を作成できま
す。作成した確定申告書は国税電子申告・納税システムｅ－
Ｔａｘによる送信、または印刷して郵送で提出ください。
■�郵送による提出先／〒990-8601山形市大手町１番23号山形
税務署内仙台国税局業務センター山形分室（寒河江署分）
宛て
確定申告の作成会場を開設
　ご自身のスマートフォンや情報端末を使用して確定申告書
を作成していただきます。電子証明書を設定したマイナンバ
ーカードをお持ちの方は、併せてご持参ください。入場整理
券は会場で当日配付する他、事前発行も可能です。開設期間
中の火・木曜日には、同会場で、不動産売却や贈与税の申告
相談も行います。詳細は、国税庁ホームページをご覧ください。
■�日時／２月16日㈭～３月15日㈬（土・日曜日、祝日を除く）
の午前９時～午後４時
■会場／寒河江税務署１階
申告期限および納付期限
■所得税および復興特別所得税、贈与税／３月15日㈬�
■消費税および地方消費税（個人事業者)／３月31日㈮�
●問合せ／寒河江税務署☎86-2244音声案内後０番へ。

寒河江税務署からのお知らせ

　
申
告
に
必
要
な
も
の

市民税・県民税の申告相談日程

月　日 午　前 午　後
２／１ 水 陣ケ峯、新町１～３ 中町、上町、麓下、麓中、麓上、地福田

２ 木 楯、しらいわ、さがえ、留場下、留場中、
留場上、上野下

上野上、宮内、鬼越、南坂、桜橋、田沢、橋本、下道、
新御堂

３ 金 上宿、東上宿、中宿、下宿、幸生中 箕輪、醍醐（特別養護老人ホーム)、笈合、幸生上、
柳の沢、前田代下、前田代上、宮沢、行沢、葉の木、畑

６ 月 高松、鹿島、米沢 下八鍬、上八鍬、臥竜橋
７ 火 新田 下谷沢、中谷沢、上谷沢、中新田

■受付／午前９時15分～10時45分、午後１時～３時45分西部地区公民館

月　日 午　前 午　後
２／９ 木 柴橋１・２ 柴橋３～５

10 金 落衣１、落衣南町、内の袋、木の沢、
松川東、松川西 金谷１～３

13 月 金谷４・５、中郷１・２ 中郷３～７
14 火 中郷８、平塩１～３ 平塩４～８、長生園

■受付／午前９時15分～10時45分、午後１時～３時45分この木交流センター

月　日 午　前 午　後
２／16 木 東町、君田町、住吉町 十二小路、仲、北
17 金 石川、下河原上 下河原下、宝西
20 月 宝東、高貝 城之内、高田
21 火 馬寄、田中、ひがし団地 下河原、中河原
22 水 上河原、いずみ、道生、雲河原 入倉、本楯１・２
24 金 本楯３・４ 本楯５、花楯町、高田新町、高屋１・２の１
27 月 高屋２の２・３・４ 西浦１・２、島１・２
28 火 事務整理日のため、申告相談は行いません

３／１ 水 泉町、南新町、島５ 曙町、寿町、皿沼１・２
２ 木 皿沼３、洲崎、六供町１～３、３ 緑町１～４、仲田、西寒河江、４、５、６
３ 金 ８、上町、八幡町、長岡町、山岸南、山岸 石持、石持２、丑町１・２、横町、新町１、新町、20

６ 月 21、西の町、駅前１・２、25の甲、幸町、
十日市場、27、道場小路、南町 丸内、矢の目、34、35、七日町、ほなみ、東内楯、中内楯

７ 火 事務整理日のため、申告相談は行いません
８ 水 南内楯、新宿、桜小路、越井坂１ 越井坂２・３、東新山、新山、高田団地、末広町１
９ 木 末広町２～４ 栄町１・２、さくら町、日の出町
10 金 みずき、中央１～３ 中央４・５、陵南町１～３、陵南アパート
13 月 舟橋２、舟橋東 舟橋西、舟橋中、舟橋南、元町１～３
14 火 市技術交流プラザ休館日のため、申告相談は行いません。
15 水 元町４～９ 元町10、美原町１・２、若葉町１～３

■受付／午前９時30分～11時、午後１時～３時45分市技術交流プラザ

寒河江市
技術交流プラザ

寒河江工業高校

西寒河江駅

　
申
告
相
談
は
指
定
日
に

　
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
を
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「さがえフォトスタジオ」は寒河江のイベントの様子や
　　　　　　　新鮮な情報を皆さんに写真でお伝えするコーナーです。

チェリーナさがえフェスティバル

　12月４日、小中学生が、慶応義塾大学の硬式庭球部監
督からテニスの指導を受けました。

高松小５年生が自作のお米を販売

　11月18日、高松小学校５年生が、自分たちで育てたコ
シヒカリ「高松のきずな」を道の駅寒河江で販売しました。

退任する民生委員・児童委員に感謝状贈呈

　11月29日、ハートフルセンターで、民生委員・児童委
員感謝状贈呈および委嘱状伝達式が行われました。

人権サンタクロースが訪問

　12月１日、サンタクロースに扮（ふん）した人権擁護
委員が、なか保育所を訪れ、人権の大切さを伝えました。

老人福祉センターまつり

　11月12日、老人福祉センターまつりが行われ、来場者
は輪投げや書き初めなどを楽しみました。

クリスマスコンサート

　12月４日、ハートフルセンターで、クリスマスにちな
んだ楽曲が演奏され、訪れた親子が楽しみました。

少年少女合唱団定期演奏会

　11月13日、寒河江市少年少女合唱団が定期演奏会を開
催し、文化センターの聴衆に歌声を披露しました。

寒河江吹奏楽団ファミリーコンサート

　12月11日、寒河江吹奏楽団が大河ドラマ「鎌倉殿の13
人」のテーマ曲などを演奏し、観客を魅了しました。

門松贈呈

　12月15日、市役所の正面玄関に、シルバー人材センタ
ーの会員が作った門松が飾られました。

ゼロカーボンシティセミナー

　12月10日、温暖化防止のために日常生活でできること
を学ぶオンラインセミナーが開催されました。

弾道ミサイルを想定した住民避難訓練

　11月29日、南部小学校周辺で、弾道ミサイルを想定し
た訓練があり、身をかがめる等の避難行動を行いました。

クリスマスリース作り

　12月３日、ゆめはーと寒河江で、子どもたちが松ぼっ
くりやリボンなどを使い、クリスマスリースを作りました。
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生 涯 学 習 の ま ど

市
史
編
さ
ん

だ
よ
り

　
皿
沼
の
白
山
神
社
の
境
内
に
、

た
く
さ
ん
の
石
祠
（
せ
き
し
）
が

並
ぶ
な
か
、
ひ
と
き
わ
大
き
な
天

照
皇
大
神
宮
（
て
ん
し
ょ
う
こ
う

た
い
じ
ん
ぐ
う
）
碑
が
あ
る
。
背

面
を
み
る
と
、
昭
和
9
（
１
９
３

４
）
年
2
月
吉
日
の
日
付
と
68
名

の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
講
長

五
十
嵐
久
三
郎
、
副
黒
田
佐
太
郎
、

須
藤
民
治
。
発
起
者
黒
田
太
右
エ

門
。
世
話
人
仝
（
ど
う
）
庄
太
郎
、

仝
堅
太
郎
、
丹
野
文
次
郎
。
以
下

61
名
の
人
々
で
あ
る
。

　
江
戸
時
代
中
期
こ
ろ
か
ら
「
一

生
に
一
度
は
お
伊
勢
参
り
」
と
い

わ
れ
、
庶
民
も
伊
勢
参
宮
の
旅
を

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
寒
河
江
の

地
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
が
参
宮

の
旅
に
出
か
け
、
そ
の
旅
の
記
録

（
道
中
記
）
を
多
く
残
し
て
い
る
。

　
各
村
で
は
伊
勢
講
を
結
成
し
、

積
立
金
で
伊
勢
神
宮
へ
代
参
（
他

人
に
代
わ
っ
て
神
仏
に
参
詣
参
拝

す
る
こ
と
）
を
し
た
。
農
閑
期
に
、

2
カ
月
も
3
カ
月
も
か
か
る
旅
を

し
た
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
記

念
に
、
村
中
安
全
を
祈
り
太
神
宮

碑
を
建
て
た
の
で
あ
る
。

　
市
内
の
太
神
宮
碑
は
総
数
81
基
。

（
大
神
宮
）
古
い
も
の
は
江
戸
時
代

の
宝
暦
13(

１
７
６
３
）
年
の
建

立
で
、
江
戸
時
代
の
も
の
は
計
77

基
あ
る
。
明
治
に
な
り
鉄
道
が
開

通
す
る
と
旅
の
日
数
が
か
か
ら
な

く
な
り
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
の

旅
行
が
盛
ん
に
な
り
、
太
神
宮
碑

を
建
て
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く

な
っ
て
き
た
。
市
内
の
明
治
時
代

以
降
の
太
神
宮
碑
は
４
基
。
明
治

期
の
も
の
が
2
基
、
昭
和
に
入
っ

て
か
ら
の
も
の
が
2
基
だ
け
で
、

そ
の
う
ち
の
一
基
が
皿
沼
の
天
照

皇
大
神
宮
碑
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
ろ
、
皿
沼
の
人
た
ち
は

伊
勢
講
を
組
織
し
、
何
人
か
を
代

参
に
立
て
、
伊
勢
神
宮
に
参
拝
に

行
き
、
全
員
分
の
お
札
を
も
ら
っ

て
き
た
の
だ
ろ
う
。
誰
が
行
っ
た

か
、
何
人
で
行
っ
た
か
な
ど
、
当

時
の
事
情
が
分
か
る
人
は
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
。

　
昭
和
恐
慌
の
さ
な
か
、
不
況
と

凶
作
が
続
き
、
満
州
事
変
の
勃
発

か
ら
日
本
が
日
中
戦
争
へ
と
向
か

っ
て
い
る
時
代
に
、
こ
の
碑
は
建

て
ら
れ
た
。
皿
沼
の
人
々
に
限
ら

ず
、
こ
の
先
の
世
の
中
、
暮
ら
し

に
不
安
を
抱
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
皿
沼
の
人
た
ち
は
、
国
の
平
和

と
暮
ら
し
の
安
寧
・
繁
栄
な
ど
を

祈
る
た
め
に
、
あ
え
て
伊
勢
参
宮

に
出
か
け
、
こ
の
石
碑
を
建
て
た

よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

皿
沼
の
「
天
照
皇
大
神
宮
」
碑

Sagae Library
さがえライブラリーさがえライブラリー

今月の1冊

図書館へ行こう！

いっちゃん会　　　　１／21㈯午後２時～２時30分
ムーミンママクラブ　１／22㈰午前11時～11時40分
図書館ボランティアチェリー

１／17㈫・24㈫・31㈫の午前10時～11時30分

おはなし室

らっふる作品展　　　　　　　　　　１／22㈰まで
明るい選挙啓発ポスターコンクール優秀作品展
　　　　　　　　　　　　　　　　　１／24㈫から

展示ホール

ブックテーマコーナー
笑“本”来福　　　　　　　　　　　　１／22㈰まで
心ほっこり癒しアニマル　　　　　　１／24㈫から

　
10
月
19
日
に
行
わ
れ
た
市
教
育

委
員
会
に
お
い
て
、
正
覚
寺
（
本

町
）
で
所
蔵
し
て
い
る
「
木
造
阿

弥
陀
如
来
坐
像
」
１
躯
（
く
）
が

市
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
12

月
23
日
に
指
定
書
の
交
付
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
最
大
級
の
阿
弥
陀
如
来
坐

像
で
あ
る
こ
と
、
大
変
軽
く
作
ら

れ
、
高
度
な
工
芸
技
術
を
有
し
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
市
の
文

化
史
上
貴
重
な
仏
像
で
あ
る
た
め
、

市
文
化
財
に
指
定
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
指
定
さ
れ
た
木
造
阿
弥
陀

如
来
坐
像
は
、
正
覚
寺
の
阿
弥
陀

堂
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
正
覚

寺
に
残
さ
れ
た
記
録
「
阿
弥
陀
堂

建
立
勧
進
序
」
に
よ
れ
ば
、
元
は

六
供
町
の
念
仏
堂
・
欣
浄
庵
（
ご

ん
じ
ょ
う
あ
ん
）
に
祭
ら
れ
て
い

た
も
の
で
す
。
江
戸
時
代
中
期
の

享
保
８
（
１
７
２
３
）
年
に
描
か

れ
た
寒
河
江
の
絵
図
に
、
六
供
町

の
常
林
寺
の
向
か
い
に
念
仏
堂
が

描
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
が
欣
浄
庵

で
し
た
。
同
庵
が
明
治
９
年
に
廃

寺
と
な
っ
た
際
、
木
造
阿
弥
陀
如

来
座
像
は
正
覚
寺
に
移
さ
れ
、
今

に
至
り
ま
す
。

　
像
の
造
立
は
貞
享
３
（
１
６
８

　
本
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う
す

る
家
康
」
の
等
身
大
パ
ネ
ル
展
を

慈
恩
寺
テ
ラ
ス
で
開
催
し
ま
す
。

主
人
公
の
徳
川
家
康
の
ほ
か
、
山

形
県
ゆ
か
り
の
武
将
で
あ
る
酒
井

忠
次
と
鳥
居
元
忠
の
パ
ネ
ル
も
展

示
さ
れ
ま
す
。
写
真
撮
影
も
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
１
月
31
日
（火)
～
２
月
12

日
（日)
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
会
場
／
慈
恩
寺
テ
ラ
ス

●�

展
示
内
容
／
大
河
ド
ラ
マ
「
ど

う
す
る
家
康
」
に
登
場
す
る
徳

役
員
出
品
／［
理
事
・
調
和
体
］
小

野
幸
作
（
西
根
）、［
山
形
県
議
会

議
長
賞
・
評
議
員
・
漢
字
］
佐
藤

肇
（
西
根
）、［
理
事
・
漢
字
］
鴨

田
静
江
（
柴
橋
）、
卯
月
恒
行
（
西

根
）、
安
孫
子
貴
恵
（
若
葉
町
）、

佐
藤
宏
明
（
日
田
）、［
評
議
員
・

漢
字
］
犬
飼
孝
吉
（
幸
田
町
）

会
友
／［
褒
状
・
調
和
体
］
菊
地
悦

子
（
中
央
）、［
入
選
・
調
和
体
］

森
田
敦
子
（
幸
町
）、［
漢
字
］
小

野
ユ
キ
（
西
根
）、
大
場
清
明
（
宮

内
）、
松
田
幾
男
（
宮
内
）、
阿
部

勉
（
六
供
町
）、
前
山
茂
夫
（
日
田
）、

阿
部
吉
男
（
末
広
町
）、
渡
辺
み
わ

（
石
持
町
）、
卯
月
照
子
（
西
根
）

公
募
／［
入
選
・
調
和
体
］
鈴
木
咲

子
（
西
根
）、
佐
藤
美
佐
子
（
島
）、

渡
辺
紗
織
（
石
持
町
）、［
漢
字
］

佐
藤
慈
月
（
金
谷
）、
伊
藤
恵
子
（
谷

沢
）、
伊
藤
頼
子
（
八
鍬
）、
鈴
木

智
香
子
（
谷
沢
）、
今
井
照
代
（
高

屋
）、
芦
野
寿
美
子
（
高
屋
）、
大

泉
浩
子
（
八
鍬
）、
小
野
由
美
子
（
八

鍬
）、
安
達
美
奈
子
（
み
ず
き
）、

菅
野
き
み
子
（
中
郷
）
［
敬
称
略
］白山神社の天照皇大神宮碑

　坊やのお気に入りになったぬいぐるみのウサギ
は、子どもに心から愛される「ほんとう」の大切
な存在になることを願います。やがて、ずっと一
緒だった坊やとの別れが訪れますが、魔法のよう
な奇跡が起きて…。かつて自分にもかけがえのな
い宝物があったことを思い出させてくれる、大人
にこそ読んでほしい名作絵本です。

ビロードのうさぎ
マージェリィ・W・ビアンコ・原作

酒井駒子・絵・抄訳
ブロンズ新社・発行

６
）
年
頃
と
伝
わ
り
ま
す
が
、
指

定
に
当
た
り
行
っ
た
調
査
の
結
果
、

伝
わ
っ
て
い
た
と
お
り
１
６
０
０

年
代
後
半
に
作
ら
れ
た
と
推
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
像
の
高
さ
は
１
１
０
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、
台
座
と
光
背
も
含
め
る

と
２
５
８
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
も

及
ぶ
大
き
な
も
の
で
す
。
表
面
は

全
面
布
貼
り
の
上
に
金
色
に
塗
ら

れ
て
お
り
、
念
入
り
か
つ
丁
寧
な

作
品
で
す
。
言
い
伝
え
で
は「

会

津
か
ら
伝
え
ら
れ
た
紙
製
の
仏
像
」

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
調
査
に

よ
り
実
際
に
は
木
造
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
像
の
大
き
さ
に
対
し
軽
量
化
の

工
夫
が
な
さ
れ
て
い
た
た
め
、
紙

製
と
い
う
言
い
伝
え
が
生
み
出
さ

れ
た
の
で
し
ょ
う
。

川
家
康
（
松
本
潤
）、
瀬
名
（
有

村
架
純
）、
酒
井
忠
次
（
大
森
南

朋
）、
鳥
居
元
忠
（
音
尾
琢
真
）

の
等
身
大
パ
ネ
ル

●�

問
合
せ
／
市
生
涯
学
習
課
歴
史

文
化
係
☎（

８
６)

８
２
３
１
へ
。

２３日㈪
※２月までの閉館時間は、午後６時３０分（日曜日・
 祝日は午後５時）

❶月の休館日

木造阿弥陀如来坐像

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像（
正
覚
寺
）を

市
文
化
財
に
指
定

大
河
ド
ラ
マ「
ど
う
す
る
家
康
」

等
身
大
パ
ネ
ル
展
示

第
47
回
県
総
合
書
道
展

入
賞
・
入
選
者

　市指定史跡の花買場跡（元町）に昨年11月末、
説明看板を設置しました。
　花買場跡はかつて、朝摘み取った紅花の生花を
仲買人が買い取った場所です。看板では、江戸時
代における本市内での紅花栽培や取り引きの概要
を載せて、紅花の生産が
盛んだったことを紹介し
ています。
　現在の花買場跡周辺に
は３本の道がありますが、
以前は５本の道がありま
した。看板にはかつての
５本の道を図示しており、
現在の道と消えた道を比
較しやすいように紹介し
ています。
　ぜひ、ご覧ください。
●�問合せ／市生涯学習課

歴史文化係☎86-8231へ。

「花買場跡」に看板設置

�
寒河江市美術館

洋画家・齋悠記展「statement」
　美術館企画展として、市内在住
の洋画家・齋悠記（さいゆうき）
個展「statement（ステートメント）」
を開催しています。
　自然や日々の生活の中から受け
取った感覚を、抽象的に表現。作
品の角は丸く削られており、色合
いはどこか暖かく、懐かしく感じ
られます。

　心の休息となるような作品の雰囲気を、ぜひ館内で
お楽しみください。
●日時／1月17日㈫までの午前10時～午後7時
●問合せ／市文化センター☎86-5111へ。

1617 2023.1.5・20　市報さがえ2023.1.5・20　市報さがえ2023.1.5・20　市報さがえ2023.1.5・20　市報さがえ
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県
議
選
・
市
議
選
の

期
日
前
投
票
立
会
人
を
募
集

　
県
議
会
議
員
選
挙
（
４
月
９
日
（日)
執
行
予

定
）
な
ら
び
に
市
議
会
議
員
選
挙
（
４
月
23

日
（日)
執
行
予
定
）
の
期
日
前
投
票
所
（
市
役

所
に
設
置
予
定
）
の
投
票
立
会
人
を
募
集
し

ま
す
。

●
応
募
資
格
／
選
挙
権
を
有
す
る
市
民

●�

募
集
人
員
／
県
議
会
議
員
選
挙
16
人
、
市

議
会
議
員
選
挙
12
人

●�

選
任
方
法
／
資
格
等
を
審
査
の
上
、
従
事

可
能
日
等
を
勘
案
し
て
選
任
し
ま
す
。

●�

従
事
期
日
／[

県
議
会
議
員
選
挙
］
４
月
１

日
（土)
～
８
日
（土)
の
う
ち
１
日
程
度
、[

市
議

会
議
員
選
挙
］
４
月
17
日
（月)
～
22
日
（土)
の

う
ち
１
日
程
度

●�

従
事
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

（

基
本
的
に
投
票
所
か
ら
離
れ
ら
れ
ま
せ
ん
）

●�

内
容
／
投
票
用
紙
の
持
ち
帰
り
が
な
い
か

の
確
認
、
投
票
手
続
き
が
適
正
に
行
わ
れ

て
い
る
か
の
確
認
等

●
報
酬
／
日
額
９
６
０
０
円

●�

申
込
方
法
／
申
込
書
に
記
入
の
上
、
２
月

人
権
擁
護
委
員
に
再
任

鹿
間
豊
さ
ん
、
若
月
仁
さ
ん

　
人
権
に
関
す
る
相
談
、
啓
発
活
動
お
よ
び

救
済
な
ど
の
活
動
に
あ
た
る
人
権
擁
護
委
員

に
、
１
月
１
日
付
で
鹿
間
豊
さ
ん
（
白
岩)

、

若
月
仁
さ
ん
（
本
楯
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

鹿
間
豊
さ
ん
は
、
12
年
間
に
わ
た
り
人
権
問

題
の
解
消
や
人
権
啓
発
活
動
に
尽
力
さ
れ
た

功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
令
和
４
年
に
法
務

大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
は
引
き
続
き
、
渡
邉
一
博
さ
ん
（
下

河
原)

、
清
野
憲
隆
さ
ん
（
西
根)

、
佐
藤
美

奈
子
さ
ん
（
南
町)

、
大
熊
葉
さ
ん
（
柴
橋)

、

仁
藤
浩
子
さ
ん
（
元
町)

、
三
瓶
杉
子
さ
ん
（
箕

輪)

、
逸
見
千
鶴
さ
ん
（
高
屋
）
の
７
人
も
活

10
日
（金)
ま
で
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
郵
送

（

〒
991-

8601
寒
河
江
市
中
央
一
丁
目
９
番
45
号)

、

フ
ァ
ッ
ク
ス(

８
６)

７
２
２
０
、
電
子
申

請
、
持
参
の
い
ず
れ
か
。
申
込
書
は
市
選

挙
管
理
委
員
会
で
交
付
す
る
他
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎（

８
５)

１
３
８
７
へ
。　

給
食
代
替
業
務
員
を
募
集

●�

勤
務
日
時
／
月
～
土
曜
日
の
午
前
９
時
～

午
後
３
時
ご
ろ
で
、
正
規
職
員
が
休
み
の

と
き
（
月
２
～
４
日
程
度
）

●�
就
業
場
所
／
市
立
保
育
所
、
市
立
小
・
中

学
校

●�

業
務
内
容
／
給
食
の
調
理
、
食
器
・
食
缶

等
の
洗
浄
、
配
膳
等

●
時
給
／
千
円

●�

応
募
方
法
／
履
歴
書
を
市
学
校
教
育
課
へ

持
参
（
書
類
選
考
後
、
面
接
）

●
問
合
せ
／
市
学
校
教
育
課
学
事
係

　
☎（

８
５)

１
５
２
７
へ
。

介
護
予
防
講
座

①
さ
わ
や
か
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
体
操

　
認
知
症
予
防
の
た
め
の
体
操
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
／
１
月
26
日
（木)
午
後
１
時
30
分
～
３
時

②
姿
勢
改
善
・
腰
痛
予
防
教
室

　
腰
痛
や
膝
痛
の
予
防
の
た
め
に
、
姿
勢
を

保
つ
筋
力
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
／
２
月
３
日
（金)
午
前
10
時
～
11
時
30
分

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
／
山
形
地
方
法
務
局
寒
河
江
支
局

　
☎（

８
６)

３
２
５
８
へ
。

ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江

フ
ァ
ミ
サ
ポ
活
用
術
講
座

　
子
育
て
を
支
援
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
使
い
方
を
説
明
し
ま
す
。

●�

日
時
／
１
月
17
日
（火)
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
対
象
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
会
員

●�

申
込
／
ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江
☎（

８
３)

３

２
２
５
へ
。

さ
ん
で
～
す
て
～
じ
・
さ
が
え

イ
ン
フ
ロ
ー
ラ　
第
319
～
321
回
公
演

役
者
の
悲
喜
劇
「
蒲
田
行
進
曲
」
上
映

　
撮
影
所
を
舞
台
に
ス
タ
ー
と
大
部
屋
俳
優

の
奇
妙
な
友
情
、
そ
し
て
二
人
の
間
で
揺
れ

動
く
女
優
の
姿
を
描
く
。
撮
影
中
の
「
新
選

組
」
で
、
高
さ
10
メ
ー
ト
ル
の
階
段
か
ら
転

が
り
落
ち
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
が
大
騒
動
に

発
展
す
る
。
第
６
回
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の

主
な
最
優
秀
賞
を
総
な
め
。
松
坂
慶
子
、
風

間
杜
夫
、
平
田
満
出
演
。

■
日
時
／
１
月
22
日
（日)
午
後
２
時
～
４
時
15
分

■
提
供
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
赤
帽
志

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
歌
謡
の
ス
テ
ー
ジ

■
日
時
／
１
月
29
日
（日)
午
後
２
時
～
３
時
10
分

■�

出
演
／
寒
河
江
吹
奏
楽
団
、
藤
あ
や
め
歌

謡
サ
ー
ク
ル

謡
曲
と
歌
謡
の
ス
テ
ー
ジ

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●�

持
ち
物
／
運
動
し
や
す
い
服
装
・
外
履
き
、

飲
料
水
、
タ
オ
ル

●
定
員
／
65
歳
以
上
の
市
民
、
各
30
人

●�

申
込
／
①
は
１
月
16
日
（月)
か
ら
、
②
は
１

月
20
日
（金)
か
ら
市
高
齢
者
支
援
課
介
護
予

防
推
進
係
☎（

８
５)

０
８
７
５
へ
。

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

●�

募
集
住
宅
／
ひ
が
し
団
地
（
中
耐
４
階
建
、

３
Ｄ
Ｋ
）
２
戸
、
高
田
団
地
（
中
耐
４
階

建
、
３
Ｄ
Ｋ
）
５
戸

●�

入
居
資
格
／
同
居
（
予
定
）
す
る
親
族
が

お
り
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
（
60
歳

以
上
の
方
は
単
身
で
も
可)

。
他
に
も
要
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
方
法
／
申
込
書
に
記
入
の
上
、
２
月

３
日
（金)
ま
で
市
建
設
管
理
課
へ
持
参
。
申

込
書
は
市
建
設
管
理
課
で
交
付
す
る
他
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
建
設
管
理
課
建
築
住
宅
係

　
☎（

８
５)

１
６
２
７
へ
。

要
介
護
認
定
者
等
の
障
害
者
控
除

　
65
歳
以
上
の
方
の
う
ち
、
要
介
護
３
以
下

で
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
、
ま
た
は
要
介

護
４
も
し
く
は
５
の
方
は
、
本
人
ま
た
は
そ

の
扶
養
者
が
所
得
税
お
よ
び
住
民
税
を
申
告

す
る
際
、
認
定
書
の
提
示
で
障
害
者
控
除
が

■
日
時
／
２
月
５
日
（日)
午
後
２
時
～
３
時
30
分

■�

出
演
／
親
謡
会
、
カ
ラ
オ
ケ
ス
タ
ジ
オ
ど

ん
楓
会

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
地
下

●
定
員
／
各
80
人

●�

問
合
せ
／
実
施
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
・

五
十
嵐
さ
ん
☎
０
９
０（

７
０
６
８)

３
９

９
０
へ
。

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

催
し
物
案
内

モ
ル
ッ
ク
で
交
流

■
日
時
／
１
月
26
日
（木)
午
前
10
時
～
正
午

■
定
員
／
15
人

抹
茶
を
楽
し
む
会

■
日
時
／
１
月
27
日
（金)
午
前
10
時
～
正
午

■
定
員
／
20
人

■
参
加
費
／
５
０
０
円

ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ
＆
１
０
０
歳
体
操

■
日
時
／
２
月
２
日
（木)
午
前
10
時
～
正
午

■
定
員
／
20
人

■
参
加
費
／
３
０
０
円

●
会
場
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●�

申
込
／
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
市
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
☎（

８
７)

１
３
２
８
へ
。

市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
モ
ル
ッ
ク
体
験
会

　
木
製
の
棒
を
投
げ
て
ピ
ン
を
倒
し
、
得
点

を
競
う
モ
ル
ッ
ク
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ピ
ン
に
書
か
れ
た
数
字
や
倒
れ
た
本
数
に
よ

っ
て
得
点
が
決
ま
り
、
50
点
ち
ょ
う
ど
を
目

指
し
ま
す
。

お
知

ら
せ

�

適
用
さ
れ
ま
す
。
認
定
書
が
必
要
な
方
は
、

市
高
齢
者
支
援
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
市
高
齢
者
支
援
課
介
護
福
祉
係

　
☎（

８
５)

０
７
７
７
へ
。

自
宅
の
耐
震
性
は
足
り
て
ま
す
か

　
昭
和
56
年
５
月
以
前
に
着
工
し
た
木
造
住

宅
は
耐
震
基
準
が
古
く
、
耐
震
性
が
不
足
し

て
い
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
大
切
な
家
族
と

財
産
を
守
る
た
め
、
耐
震
診
断
を
実
施
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
補
強
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た

場
合
は
、
耐
震
改
修
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
／
市
建
設
管
理
課
建
築
住
宅
係

　
☎（

８
５)

１
６
２
７
へ
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
in
フ
ロ
ー
ラ

●
日
時
／
２
月
11
日
（土)
午
前
10
時
～
午
後
２
時

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
１
階

●�

内
容
／
手
芸
、
雑
貨
、
衣
類
、
骨
と
う
品

等
の
展
示
即
売

●�

問
合
せ
／
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
務
局
・

半
澤
さ
ん
☎（

８
５)

１
４
９
９
へ
。

●�
日
時
／
①
１
月
28
日
（土)
午
後
１
時
30
分
～

４
時
、
②
１
月
29
日
（日)
午
前
10
時
～
午
後

１
時
、
③
２
月
12
日
（日)
午
後
１
時
30
分
～

４
時

●�

会
場
／
①
②
チ
ェ
リ
ー
ナ
さ
が
え
、
③
ハ

ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●�

定
員
／
小
学
生
以
上
の
市
民
ま
た
は
市
内

に
勤
務
し
て
い
る
方
、
各
回
50
人

●�

申
込
方
法
／
申
込
書
に
記
入
の
上
、
１
月

25
日
（水)
ま
で
市
民
体
育
館
ま
で
持
参
、
フ

ァ
ッ
ク
ス（

８
６)

９
８
７
６
、
電
子
メ
ー

ルsagae-taikyo@ab.auone-net.jp
の

い
ず
れ
か
。

●�

そ
の
他
／
①
②
は
、
県
モ
ル
ッ
ク
協
会
の

方
か
ら
指
導
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
内
履
き

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
市
民
体
育
館
☎（

８
６)

５
１
１

３
へ
。

チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
・
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館

イ
ベ
ン
ト
情
報

チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド

■�

道
の
駅
寒
河
江
チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
冬
ま
つ

り
・
寒
鱈
（
か
ん
だ
ら
）
ま
つ
り
／
１
月

21
日
（土)
・
22
日
（日)
の
午
前
10
時
30
分
～
午

後
２
時

■�

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
展
示
／
２
月
11
日
（土)
・

12
日
（日)
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時

さ
く
ら
ん
ぼ
会
館

■�

市
内
小
中
学
校
図
画
習
字
作
品
展
／
２
月

４
日
（土)
～
28
日
（火)
の
午
前
10
時
～
午
後
５

時
（
最
終
日
は
午
後
３
時
）

●�

問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
☎（

８
６)

１

８
１
８
へ
。

新型コロナウイルスの影響により、
掲載の催しなどが中止・変更になる
場合があります。

今
月
の
納
税
等

納
期
限
は
１
月
31
日
（火）

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
４
期
）

国
民
健
康
保
険
税　
　
　
　
（
７
期
）

介
護
保
険
料　
　
　
　
　
　
（
７
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

（
７
期
）

２月の相談日（市長・法律・登記相談は要予約）
市長相談／27日㈪９:30～11:00、市市民生活課☎85-1876
法律相談／15日㈬13:15～16:35、市市民生活課☎85-1876
消費生活相談／平日９:00～16:00、市市民生活課☎85-1876
教育相談ダイヤル／平日８:30～17:00、市学校教育課☎86-1700
人権相談／平日８:30～17:15、法務局寒河江支局☎86-3258    
ふれあい相談所
ハートフルセンター２階
市社会福祉協議会☎86-7867
　法律相談／１日㈬13:30～16:30
　一般相談・登記相談・行政相談／16日㈭13:30～15:30

1819 2023.1.5・20　市報さがえ2023.1.5・20　市報さがえ2023.1.5・20　市報さがえ2023.1.5・20　市報さがえ
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特
定(

産
業
別)

最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

①
一
般
産
業
機
械
・
装
置
等
製
造
業

■
時
間
額
／
９
１
９
円

②
電
気
機
械
器
具
等
製
造
業

■
時
間
額
／
９
０
３
円

③
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業

■
時
間
額
／
９
１
９
円

④
自
動
車
整
備
業
（
分
解
整
備
に
従
事
す
る

者
に
限
る
）

■
時
間
額
／
９
２
３
円

●
効
力
発
生
日
／
令
和
４
年
12
月
25
日
（日)

●�

問
合
せ
／
山
形
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

室
☎
０
２
３（

６
２
４)

８
２
２
４
へ
。

家
畜
を
飼
っ
て
い
る
方
は

県
に
報
告
が
必
要
で
す

　
家
畜
を
１
頭
、
１
羽
で
も
飼
っ
て
い
る
方

は
、
毎
年
２
月
１
日
現
在
の
飼
育
頭
羽
数
等

を
県
に
報
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
前
年

報
告
さ
れ
た
方
に
は
報
告
用
紙
が
１
月
中
に

届
き
ま
す
。
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
修

正
し
て
く
だ
さ
い
。
新
た
に
飼
育
を
始
め
た

方
や
飼
育
し
て
い
る
の
に
用
紙
が
届
か
な
い

方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

対
象
家
畜
／
牛
、
水
牛
、
鹿
、
綿
羊
、
ヤ

ギ
、
馬
（
ポ
ニ
ー
を
含
む)

、
豚
（
ミ
ニ
豚
、

マ
イ
ク
ロ
豚
を
含
む)

、
イ
ノ
シ
シ
、
鶏
（
う

骨
鶏
、
チ
ャ
ボ
を
含
む)

、
ウ
ズ
ラ
、
ア
ヒ

ル
（
カ
モ
を
含
む)

、
キ
ジ
、
ダ
チ
ョ
ウ
、

ホ
ロ
ホ
ロ
鳥
、
七
面
鳥

●�

提
出
方
法
／
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
２

月
10
日
（金)
ま
で
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所

へ
郵
送
（
〒
990-

2161
山
形
市
大
字
漆
山
７
３

６)

、
フ
ァ
ッ
ク
ス
０
２
３（

６
８
６)

５
７

１
５
、
電
子
メ
ー
ルymurayamakachiku@

pref.yamagata.jp

の
い
ず
れ
か
。

●
問
合
せ
／
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
☎
０

　
２
３（

６
８
６)

４
４
１
０
へ
。

令
和
５
年
度
県
み
ど
り
豊
か
な

森
林
環
境
づ
く
り
推
進
事
業
募
集

　
や
ま
が
た
緑
環
境
税
を
活
用
し
、
県
民
参

加
の
森
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

支
援
す
る
活
動
／
令
和
５
年
度
中
に
実
施

す
る
次
の
①
～
④
の
取
り
組
み
。
①
豊
か

な
森
づ
く
り
活
動
、
②
自
然
環
境
保
全
活

動
、
③
森
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動
、

④
木
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
活
動

●
交
付
額
／
１
団
体
当
た
り
上
限
50
万
円

●�

問
合
せ
／
１
月
27
日
（金)
ま
で
村
山
総
合
支

庁
森
林
整
備
課
森
づ
く
り
推
進
室
☎
０
２

３（

６
２
１)

８
２
４
８
へ
。

果
樹
共
済
・

園
芸
施
設
共
済
制
度

　
凍
霜
害
・
降
ひ
ょ
う
・
ゲ
リ
ラ
豪
雨
・
台

風
・
豪
雪
・
開
花
期
の
低
温
な
ど
、
異
常
気

象
に
よ
る
自
然
災
害
に
備
え
、
果
樹
共
済
へ

の
加
入
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
施
設
が
損

害
を
受
け
た
場
合
に
補
償
す
る
園
芸
施
設
共

済
は
、
小
さ
な
損
害
か
ら
施
設
再
建
ま
で
、

幅
広
い
補
償
が
選
択
で
き
ま
す
。

●�

問
合
せ
／
県
農
業
共
済
組
合
本
所
園
芸
部

☎
０
２
３（

６
５
６)

８
９
７
８
へ
。

や
ま
が
た
縁
結
び
た
い

結
婚
相
談
会

　
結
婚
に
関
す
る
不
安
や
お
悩
み
を
お
持
ち

の
方
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
仲
人
活
動
を
行

う
「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」
に
よ
る
個
別

の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●�
日
時
／
１
月
21
日
（土)
・
23
日
（月)
・
29
日
（日)

の
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

●
会
場
／
遊
学
館
（
山
形
市
）

●�

対
象
／
結
婚
を
希
望
す
る
方
ま
た
は
そ
の

ご
家
族

●�

内
容
／
婚
活
の
仕
方
、
お
見
合
い
相
手
の

紹
介
等
の
個
別
相
談
（
１
組
45
分
程
度
）

●�

申
込
／
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
、
や
ま
が

た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

３（

６
８
７)

１
９
７
２
へ
。

公
式
ワ
ナ
ゲ
三
世
代
交
流
大
会

　
輪
投
げ
の
得
点
を
競
う
公
式
ワ
ナ
ゲ
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

申
込
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
期
間
／
１
月
30
日
（月)
～
２
月
12
日
（日)

●�

対
象
／
３
人
１
チ
ー
ム
（
15
歳
以
下
、
20

～
59
歳
、
60
歳
以
上
が
各
１
人
。
１
人
以

上
が
市
民
）

●�

申
込
／
き
ら
ら
ク
ラ
ブ
寒
河
江
☎（

８
３)

３
２
０
５
へ
。

　冬の踏切では、積雪や路面凍結による車両の立ち往生
や、線路への誤進入が増加します。列車との衝突など大
きな事故につながりますので、十分に注意しましょう。
◆踏切前の減速・停止
　路面の凍結等により、車両が踏切前で止まれずに進入
してしまう恐れがあります。踏切が近づいたら十分に減
速し、踏切手前では必ず一旦停止してください。
◆無理な進入はしない
　向こう側に渡り切れることを確認してから踏切に進入
しましょう。警報機が鳴ったら、進入しないでください。
◆踏切内に閉じ込められたら
　踏切内にいる間に遮断棒が下りてしまったら、車をゆ
っくり前進させてください。遮断棒が跳ね上がり、脱出
できます。
◆踏切内で動けなくなったら
　脱輪等により踏切内で動けなくなった場合は、踏切の
非常ボタンを使うなどして、まずは列車に危険を知らせ
てください。[非常ボタンがある］カバーの上から非常ボ
タンを強く押してください。列車に危険を知らせる信号
機が作動します。[非常ボタンがない］発煙筒を使ったり
大きく手を振ったりして、列車に危険を知らせてください。
●問合せ／市市民生活課生活安全係☎85-1876へ。

思わぬ進入・事故を防ごう
冬季間の踏切に注意！

認定基準
　▽生活保護を受けている方、▽市町村民税が非課税、または減免を受けている方、▽国民年金保険料の減免を
受けている方、▽国民健康保険料の減免、または徴収猶予を受けている方、▽児童扶養手当の支給を受けている
方、▽社会福祉協議会から生活福祉資金等の貸し付けを現在受けている方、▽東日本大震災により被災し、経済
的に就学が困難と認められる方―など

就学援助制度
＝｢新入学学用品費等」の入学前支給が可能です＝

　市では、経済的な事情で就学が困難な小・中学生のお子さんを持つ保護者に対して、学校給食費や学用品費な
どの費用の一部を援助しています。
就学援助費の支給項目

支給項目 援助内容 支給時期
学校給食費� 保護者が学校給食費として納入する額

７月、12月、翌年３月�
学用品費� 通常必要とする学用品購入費
通学用品費� 通常必要とする通学用品購入費

クラブ活動費 クラブ活動に必要な経費（中学校のみ）
オンライン学習通信費 児童・生徒が通常必要とするオンライン学習通信費

校外活動費� 学校行事として行われる校外活動に参加するために必要な経費 翌年３月
修学旅行費� 修学旅行に参加するために必要な交通費や宿泊費等 費用精算終了後

医療費� 結膜炎・中耳炎・う歯等の治療費 直接医療機関に支払い
新入学学用品費等�� 支給時期を、入学前と入学後から選択可

入学前支給
（入学準備金)

次年度に小学校または中学校に就学を予定している方が通常必要
とする学用品および通学用品購入費 ３月

入学後支給 新入学児童・生徒が通常必要とする学用品および通学用品購入費 ７月

申請方法
[次年度に小学校または中学校への就学を予定している方］

　※転入者には所得課税証明書の提出をお願いする場合があります。
[その他の児童生徒］随時受け付けしていますので、在籍する学校にお問い合わせください。
●問合せ／市学校教育課学事係☎85-1527へ。

学校 支給区分 提出書類 提出先 提出期限

小学校

｢新入学学用品費等」
の入学前支給を
希望する場合　

・就学援助費（入学準備金）に係る認定申請書
　（小学校入学用）
・申請者名義の通帳の写し

市学校教育課 令和５年
１月31日㈫

・就学援助費に係る児童生徒認定申請書 入学する小学校
４月初め
学校ごと
に異なる

｢新入学学用品費等」
の入学後支給を
希望する場合

・就学援助費に係る児童生徒認定申請書
・申請者名義の通帳の写し 入学する小学校

４月初め
学校ごと
に異なる

中学校

｢新入学学用品費等」
の入学前支給を
希望する場合

・就学援助費に係る児童生徒認定申請書
・就学援助費（入学準備金）に係る認定申請書
　（中学校入学用）�
・申請者名義の通帳の写し
・就学援助費に係る児童生徒認定申請書
・就学援助費（入学準備金）に係る認定申請書
　（中学校入学用）�
・申請者名義の通帳の写し

在籍する小学校
１月下旬
学校ごと
に異なる

｢新入学学用品費等」
の入学後支給を
希望する場合

・就学援助費に係る児童生徒認定申請書
・申請者名義の通帳の写し

（

（

（

（

（

（
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■次号の市報２月５日号は、２月３日㈮に発行します。

　明治安田生命保険相互会社山形支社（勝部一成
支社長）様から金511,500円をいただきました。

ご寄附をいただきました

　詳細については、ハローワーク寒河江ホームペ
ージをご覧ください。
●日時／２月14日㈫午後１時～３時30分
●会場／山形ビッグウイング（山形市）
●�対象／全年齢の求職者、令和５年３月大学等卒
業予定者
●問合せ／ハローワーク寒河江職業相談部門
　☎86-4221へ。

ハローワーク就職面談会inやまがた

　司法書士、税理士、法務局職員による無料相談
会を行います。
●日時／２月５日㈰午前10時～午後４時
●会場／県司法書士会館（山形市）
●�申込／１月16日㈪～31日㈫（土・日曜日を除く）
の午前10時～午後４時に県司法書士会

　☎023-642-3434へ。

県司法書士会相続無料相談会

　海上保安庁では、海難や密輸・密航等に迅速に
対応するため、緊急通報用の電話番号「118番」を
設置しています。海上の事件・事故を目撃または
遭遇したときは、落ち着いて通報してください。
●問合せ／海上保安庁☎03-3591-6361へ。

海の事件・事故を通報ください
１月18日は「118番の日」

　臨床心理士等が相談に応じます。家族による相談
もできます。
●日時／１月24日㈫・２月21日㈫の午前10時～正午
●会場／ハートフルセンター
●�申込／認定ＮＰＯ法人発達支援研究センター若者
相談支援拠点☎023-623-6622へ。

不登校・ひきこもり個別無料相談会

　問い合わせいただいた方に、各提供者等の連絡
先をお伝えしますので、直接交渉してください。
各物品の詳細は、市ホームページをご覧ください。
■�あげます／介護用簡易トイレ、テーブル、競技
用自転車、ぶら下がり健康器
■譲ります（有償)／机、オイルヒーター
■譲って／背負式動力噴霧器、猫飼養用品

ふれあいゆずりあいコーナー
（12月27日現在）

■�あげます／ランニングバイク、通学カバン（陵
南中学校）
■�譲ります（有償)／自転車、ヘルメット、男子学
生服（県立東桜学館）
■譲って／体操着（西根小学校）
●問合せ／市市民生活課地球温暖化対策室
　☎85-1914へ。

＝子育てゆずりあいコーナー＝

1月の行事予定
13 ㈮ さがえ初市

14 ㈯ 　

15 ㈰
やまがた音と光のファンタジアイベントデー／休
日当番医（山﨑医院)／証明書交付窓口開庁（午前)／
ハートフルセンター休館日

16 ㈪ 法律相談／市ドック

17 ㈫ ゆめはーと寒河江「ファミサポ活用術」／産後おし
ゃべりサロン

18 ㈬ ゆめはーと寒河江「１月生まれのお誕生会」／１歳
６カ月児健診／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

19 ㈭ 一般相談・登記相談・行政相談／健康相談／９～
10カ月児健診

20 ㈮ 保健師個別育児相談

21 ㈯ ゆめはーと寒河江「親子焼き物体験」

22 ㈰ 休日当番医（横山耳鼻咽喉科医院)／証明書交付窓
口開庁（午前)

23 ㈪ 市立図書館、市民体育館、チェリーナさがえ休館日

24 ㈫
ゆめはーと寒河江「赤ちゃんマッサージ」／不登校･
ひきこもり相談／助産師個別授乳相談／市ドック／
中央公民館休館日

25 ㈬ 市長相談／３～４カ月児健診

26 ㈭ 健康相談

27 ㈮ ２歳６カ月児ピカピカ歯科検診

28 ㈯ モルック体験会（～29日）

29 ㈰ 休日当番医（陵南眼科クリニック)／証明書交付窓
口開庁（午前)

30 ㈪ 離乳食前期教室

31 ㈫
固定資産税・都市計画税（４期)、国民健康保険税
（７期)、介護保険料（７期)、後期高齢者医療保険
料（７期）納期限

２/1 ㈬ 法律相談／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

2 ㈭ ゆめはーと寒河江「おはなし会」／健康相談／３歳
６カ月児健診

▶休日当番医（診療時間は午前９時～午後５時）
　日曜日や祝日に病気・けがをしたときは、まずかかりつ
けのお医者さんへ連絡しましょう。休診や留守等でやむを
得ないときのみ、休日当番医で受診してください。受診す
る際は、健康保険証を忘れずに持参してください。

▶保健師・栄養士による、心や体の健康相談
●�ハートフルセンターへの来所相談／毎週木曜日（閉庁日
を除く）の午前９時～11時30分（要申込）
●電話相談／開庁日の午前８時30分～午後５時

▶精神科医による、こころの健康相談（要申込）
　眠れない、気分が憂鬱（ゆううつ）など心に悩みを抱え
ている方、家族が心配な方を対象とした個別相談です。
●日時／２月14日㈫午後２時～４時（１人50分程度）
●会場／ハートフルセンター

▶ヘルスメイト養成講座募集（２月１日㈬まで要申込）
　食事の不適切な摂取などによる生活習慣病が、年々増加
傾向にあります。正しい健康生活を学び、健康づくりボラ
ンティアとなるヘルスメイト（食生活改善推進員）の養成
講座を開催します。
●�日時／２月14日㈫・27日㈪・３月７日㈫・13日㈪・20日
㈪・23日㈭、全６回、午前10時～午後３時
●会場／ハートフルセンター
●�定員／健康生活に興味のある市民で修了後ボランティア
として活動できる方、20人
●内容／栄養と健康づくりのための学習と実践、栄養士講話
●参加費／1200円（テキスト代）

●受付／個別に送付する案内に記載
●会場／ハートフルセンター
●持ち物／健診票、母子健康手帳、バスタオル
●�その他／感染症の疑いがあるなど体調が悪い場合は、電
話連絡の上、翌月の健診日程をご利用ください。また、
転入等でお済みでない方もお早めに受診してください。

▶妊娠届け出・母子健康手帳交付（妊婦健康相談）
　妊娠の届け出は母子保健法で定められており、届け出を
された際に母子健康手帳等を交付します。都合が付かない
場合は、電話等で相談してください。
●日時／開庁日の午前９時～11時30分
●場所／ハートフルセンター
●持ち物／医療機関交付の妊娠届出書、個人番号（通知カ
　ード等）および本人確認（免許証等）ができるもの

▶パパママスクールゆったり妊娠編（３日前まで要申込）
●日時／２月10日㈮午後１時30分～３時30分
●会場／ハートフルセンター
●内容／助産師講話、栄養士講話
●持ち物／母子健康手帳

▶助産師個別授乳相談
●日時／２月14日㈫・28日㈫の午後１時30分～３時30分
●会場／ハートフルセンター
●対象／妊娠中の方、育児中の方
●内容／母乳とミルクに関する相談
●持ち物／母子健康手帳

▶産後おしゃべりサロン（３日前まで要申込）
●日時／２月28日㈫午後１時30分～２時30分
●会場／ハートフルセンター
●定員／生後６カ月までの赤ちゃんとお母さん、10組
●内容／助産師のアドバイス、ママのストレッチなど
●持ち物／母子健康手帳

▶離乳食前期教室（前日まで要申込）
●日時／１月30日㈪午前10時～11時
●会場／ハートフルセンター
●定員／10組
●内容／栄養士の話「離乳食の進め方」
●持ち物／母子健康手帳、筆記用具

▶保健師個別育児相談
●日時／１月20日㈮・２月24日㈮の午後１時30分～３時30分
●会場／ハートフルセンター
●内容／乳幼児の発達・育児相談、ママの心身の疲れなど
●持ち物／母子健康手帳

種　別 月　日 対　象
３～４カ月児健診 ２／22㈬ 令和４年10月生
９～10カ月児健診 ２／15㈬ 令和４年４月生
１歳６カ月児健診 ２／８㈬ 令和３年７月生

２歳６カ月児
ピカピカ歯科検診 ２／17㈮ 令和２年７月生

３歳６カ月児健診 ２／２㈭ 令和元年７月生

▶乳幼児健診

月　日 医　療　機　関 電話番号

１／15㈰ 山﨑医院 ☎86-0005

１／22㈰ 横山耳鼻咽喉科医院 ☎86-6188

１／29㈰ 陵南眼科クリニック ☎83-3456

２／５㈰ 渡辺外科胃腸科医院 ☎86-6408

２／11㈯ あんどうクリニック ☎84-6101

２／12㈰ 鬼海小児科 ☎84-7705

２／19㈰ おやま整形外科クリニック ☎84-6623

２／23㈭ 土田内科医院 ☎86-8282

２／26㈰ あきば医院 ☎86-4395
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保健だより
問い合わせ・申し込み・相談は、左段は市健康福祉課市民健康係☎85-0973、右段は市子育て推
進課すくすく健康係☎85-0916へ。
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Twitterでも特派員が情報配信中　https://twitter.com/sagae_tokuhain

　70年ぶりの、慈恩寺本堂の屋根全層

のふき替え工事が、いよいよ始まりま

した。これから２年間は囲われた状態

になります。なかなか見られない工事

の様子を、見に来てみてはいかがでし

ょうか。重要な工事が、安全に行われ

ることを祈ります。� （北條幸子）

　昨年の大河ドラマに魅了された方は多かったのではないでしょうか。大江氏ゆかりの地である寒河江は、大江広元公の登場に沸き立ちました。寒河江を治めるための館が建てられたという本楯には、館の跡と歴史が分かる石柱と看板がありました。� （佐藤真由美）

ご利用ください！
市公式アプリ
寒河江ぽけっとナビ

Ｔwitter
市公式アカウント

　子育てを支援する「さがえっこ・すくすくプラン」の一環として実施された人形劇を、子どもと一緒に観劇してきました。絵本やテレビでは味わえない臨場感に、子どもたちの歓声や反応が新鮮で、コロナ禍においても大切な行事だと実感しました。� （中島弘人）

　やまがた音と光のファンタジアのイ

ルミネーションを見に、メイン会場の

最上川ふるさと総合公園に行きました。

会場には、ハートやチョウの羽をモチ

ーフにした写真映えするスポットが。

音楽に合わせて会場の色が変化する様

子は、とても奇麗でした。�（五十嵐勝）

さがえの旬 な情報、
ご覧ください！ 寒河江市

ホームページ

　市民レポーターさくらんぼ特派員が「これはイイ」と感じた市内の観光やグルメ、
日常の風景などを自ら取材し、地元の魅力をどんどん紹介していくコーナーです。
　皆さんの所へ取材に伺った際は、ぜひご協力をお願いします。
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